
１１１１ 本県本県本県本県のののの公共施設改革公共施設改革公共施設改革公共施設改革

・H14公共施設改革プログラムで見直しの方向を決定

→地元の競技練習利用が多いこと等から、地元町村地元町村地元町村地元町村（（（（現北杜市現北杜市現北杜市現北杜市））））またはまたはまたはまたは

利用団体利用団体利用団体利用団体（（（（ｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄ連盟等連盟等連盟等連盟等））））へへへへ移譲移譲移譲移譲

・H17第2次行財政改革プログラムにも明記され、現在も同様な考え方

八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳スケートセンターのスケートセンターのスケートセンターのスケートセンターの今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方にににに関関関関するするするする方針方針方針方針

現状を踏まえると、県としては基本的に廃止となるが、地元北杜市、スケート連盟等の

関係団体は存続を強く希望している。こうした中で存続するには、施設がより有効活用さ

れるよう、相応の改善を図っていく必要がある。

このため、県と関係団体で構成する「八ヶ岳スケートセンターの今後のあり方に関す

る検討会」を設置し、存続に向けた改善策や条件を取りまとめた。

現 状 存続存続存続存続のののの条件条件条件条件
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１１１１ 本県本県本県本県のののの公共施設改革公共施設改革公共施設改革公共施設改革

・H14公共施設改革プログラムで見直しの方向を決定

→地元の競技練習利用が多いこと等から、地元町村地元町村地元町村地元町村（（（（現北杜市現北杜市現北杜市現北杜市））））またはまたはまたはまたは

利用団体利用団体利用団体利用団体（（（（ｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄ連盟等連盟等連盟等連盟等））））へへへへ移譲移譲移譲移譲

・H17第2次行財政改革プログラムにも明記され、現在も同様な考え方

・H15,H19及び今回（H24）、北杜市北杜市北杜市北杜市にににに移譲移譲移譲移譲のののの申入申入申入申入れをれをれをれを行行行行ったがったがったがったが、、、、受受受受けけけけ取取取取れれれれ

ないとのないとのないとのないとの回答回答回答回答

理由:維持管理費が多額、競技用リンクのため一般利用者が少ない等

２２２２ 行政評価行政評価行政評価行政評価アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー会議会議会議会議（（（（H23））））

・・・・評価結果評価結果評価結果評価結果→→→→廃止廃止廃止廃止２２２２名名名名、、、、要改善要改善要改善要改善１１１１名名名名

①廃止の理由（要旨）

・費用対効果が悪く、今後施設の老朽化等により維持管理経費が増加

・スピードスケート競技の利用者は施設周辺地域に限定されており、県

の施設としての役割は終了

・一般利用者にとっては、類似施設（小瀬アイスアリーナ、茅野市国際

八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳スケートセンターのスケートセンターのスケートセンターのスケートセンターの今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方にににに関関関関するするするする方針方針方針方針

現状を踏まえると、県としては基本的に廃止となるが、地元北杜市、スケート連盟等の

関係団体は存続を強く希望している。こうした中で存続するには、施設がより有効活用さ

れるよう、相応の改善を図っていく必要がある。

このため、県と関係団体で構成する「八ヶ岳スケートセンターの今後のあり方に関す

る検討会」を設置し、存続に向けた改善策や条件を取りまとめた。

※関係団体：北杜市、北杜市体育協会、県スケート連盟、峡北スケート連盟、

県体育協会、小中体連、高体連

開催回数：４回（7～8月）

★★★★関係団体関係団体関係団体関係団体とととと合意合意合意合意したしたしたした改善策改善策改善策改善策・・・・条件条件条件条件

① 関係団体が利用者を増加させること ※目標：H28までに18,000人 →→→→【【【【別紙別紙別紙別紙１１１１】】】】

② 指定管理料の削減が図られること ※H24指定管理料：149万円削減 （体協）

③ 引き続き、指定管理者が運営すること

④ ①について達成状況を評価していくこと

現 状 存続存続存続存続のののの条件条件条件条件
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１１１１ 本県本県本県本県のののの公共施設改革公共施設改革公共施設改革公共施設改革

・H14公共施設改革プログラムで見直しの方向を決定

→地元の競技練習利用が多いこと等から、地元町村地元町村地元町村地元町村（（（（現北杜市現北杜市現北杜市現北杜市））））またはまたはまたはまたは

利用団体利用団体利用団体利用団体（（（（ｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄ連盟等連盟等連盟等連盟等））））へへへへ移譲移譲移譲移譲

・H17第2次行財政改革プログラムにも明記され、現在も同様な考え方

・H15,H19及び今回（H24）、北杜市北杜市北杜市北杜市にににに移譲移譲移譲移譲のののの申入申入申入申入れをれをれをれを行行行行ったがったがったがったが、、、、受受受受けけけけ取取取取れれれれ

ないとのないとのないとのないとの回答回答回答回答

理由:維持管理費が多額、競技用リンクのため一般利用者が少ない等

２２２２ 行政評価行政評価行政評価行政評価アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー会議会議会議会議（（（（H23））））

・・・・評価結果評価結果評価結果評価結果→→→→廃止廃止廃止廃止２２２２名名名名、、、、要改善要改善要改善要改善１１１１名名名名

①廃止の理由（要旨）

・費用対効果が悪く、今後施設の老朽化等により維持管理経費が増加

・スピードスケート競技の利用者は施設周辺地域に限定されており、県

の施設としての役割は終了

・一般利用者にとっては、類似施設（小瀬アイスアリーナ、茅野市国際

スケートセンター、富士急セイコオーバルなど）があり、代替サービス

の利用が可能

・競技力向上が必要ならば、別途強化費（助成策）を検討

②要改善の理由（要旨）

・スポーツ振興においては、コストに代えられない部分もある

・特に、地元の小中高校生がスピードスケート競技に接することで、

競技人口を下支えする意義は大きい

・ただし、一般利用が少ないので、より多くの県民に広く利用される

ことが存続の前提

八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳スケートセンターのスケートセンターのスケートセンターのスケートセンターの今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方にににに関関関関するするするする方針方針方針方針

現状を踏まえると、県としては基本的に廃止となるが、地元北杜市、スケート連盟等の

関係団体は存続を強く希望している。こうした中で存続するには、施設がより有効活用さ

れるよう、相応の改善を図っていく必要がある。

このため、県と関係団体で構成する「八ヶ岳スケートセンターの今後のあり方に関す

る検討会」を設置し、存続に向けた改善策や条件を取りまとめた。

※関係団体：北杜市、北杜市体育協会、県スケート連盟、峡北スケート連盟、

県体育協会、小中体連、高体連

開催回数：４回（7～8月）

★★★★関係団体関係団体関係団体関係団体とととと合意合意合意合意したしたしたした改善策改善策改善策改善策・・・・条件条件条件条件

① 関係団体が利用者を増加させること ※目標：H28までに18,000人 →→→→【【【【別紙別紙別紙別紙１１１１】】】】

② 指定管理料の削減が図られること ※H24指定管理料：149万円削減 （体協）

③ 引き続き、指定管理者が運営すること

④ ①について達成状況を評価していくこと

上記④により 【【【【別紙別紙別紙別紙２２２２】】】】
○ ①について毎年度検証（H25～）

○ ３年経過後（H27）に中間評価（H24～26の3年間）を実施し、存続または廃止を判断

改善策改善策改善策改善策をををを実施実施実施実施しししし

条件付条件付条件付条件付きききき存続存続存続存続

現 状 存続存続存続存続のののの条件条件条件条件
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１１１１ 本県本県本県本県のののの公共施設改革公共施設改革公共施設改革公共施設改革

・H14公共施設改革プログラムで見直しの方向を決定

→地元の競技練習利用が多いこと等から、地元町村地元町村地元町村地元町村（（（（現北杜市現北杜市現北杜市現北杜市））））またはまたはまたはまたは

利用団体利用団体利用団体利用団体（（（（ｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄｽｹｰﾄ連盟等連盟等連盟等連盟等））））へへへへ移譲移譲移譲移譲

・H17第2次行財政改革プログラムにも明記され、現在も同様な考え方

・H15,H19及び今回（H24）、北杜市北杜市北杜市北杜市にににに移譲移譲移譲移譲のののの申入申入申入申入れをれをれをれを行行行行ったがったがったがったが、、、、受受受受けけけけ取取取取れれれれ

ないとのないとのないとのないとの回答回答回答回答

理由:維持管理費が多額、競技用リンクのため一般利用者が少ない等

２２２２ 行政評価行政評価行政評価行政評価アドバイザーアドバイザーアドバイザーアドバイザー会議会議会議会議（（（（H23））））

・・・・評価結果評価結果評価結果評価結果→→→→廃止廃止廃止廃止２２２２名名名名、、、、要改善要改善要改善要改善１１１１名名名名

①廃止の理由（要旨）

・費用対効果が悪く、今後施設の老朽化等により維持管理経費が増加

・スピードスケート競技の利用者は施設周辺地域に限定されており、県

の施設としての役割は終了

・一般利用者にとっては、類似施設（小瀬アイスアリーナ、茅野市国際

スケートセンター、富士急セイコオーバルなど）があり、代替サービス

の利用が可能

・競技力向上が必要ならば、別途強化費（助成策）を検討

②要改善の理由（要旨）

・スポーツ振興においては、コストに代えられない部分もある

・特に、地元の小中高校生がスピードスケート競技に接することで、

競技人口を下支えする意義は大きい

・ただし、一般利用が少ないので、より多くの県民に広く利用される

ことが存続の前提

３ 管理運営

指定管理者：県体育協会 期間：H21-25（５年間）

委託料委託料委託料委託料：：：：約約約約5,1005,1005,1005,100万円万円万円万円////年年年年（H21-23平均）

利用料収入利用料収入利用料収入利用料収入：：：：510510510510万円万円万円万円////年年年年（ 〃 ）

利用者数利用者数利用者数利用者数：：：：12,18012,18012,18012,180人人人人////年年年年（H21-23平均 84日営業で算出）

利用者1人当たりの県負担額：約4,000円

八八八八ヶヶヶヶ岳岳岳岳スケートセンターのスケートセンターのスケートセンターのスケートセンターの今後今後今後今後のありのありのありのあり方方方方にににに関関関関するするするする方針方針方針方針

現状を踏まえると、県としては基本的に廃止となるが、地元北杜市、スケート連盟等の

関係団体は存続を強く希望している。こうした中で存続するには、施設がより有効活用さ

れるよう、相応の改善を図っていく必要がある。

このため、県と関係団体で構成する「八ヶ岳スケートセンターの今後のあり方に関す

る検討会」を設置し、存続に向けた改善策や条件を取りまとめた。

※関係団体：北杜市、北杜市体育協会、県スケート連盟、峡北スケート連盟、

県体育協会、小中体連、高体連

開催回数：４回（7～8月）

★★★★関係団体関係団体関係団体関係団体とととと合意合意合意合意したしたしたした改善策改善策改善策改善策・・・・条件条件条件条件

① 関係団体が利用者を増加させること ※目標：H28までに18,000人 →→→→【【【【別紙別紙別紙別紙１１１１】】】】

② 指定管理料の削減が図られること ※H24指定管理料：149万円削減 （体協）

③ 引き続き、指定管理者が運営すること

④ ①について達成状況を評価していくこと

存続 または 廃止

上記④により 【【【【別紙別紙別紙別紙２２２２】】】】
○ ①について毎年度検証（H25～）

○ ３年経過後（H27）に中間評価（H24～26の3年間）を実施し、存続または廃止を判断

○ ５年経過後（H29）に最終評価（H24～28の5年間）を実施し、存続または廃止を判断

改善策改善策改善策改善策をををを実施実施実施実施しししし

条件付条件付条件付条件付きききき存続存続存続存続

存存存存・・・・廃廃廃廃

現 状 存続存続存続存続のののの条件条件条件条件
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○目標利用者数の設定

○目標利用者数を達成のための対策

別紙別紙別紙別紙１１１１

現 状 目 標

145人 84日 １２，１８０人

H21-23の1日当たり
の利用者数
（ア）

H23以降の
平均営業日数

（イ）

H21-23の
平均利用者数
（ア）×（イ）

目標利用者数

（ウ）×（イ）

217人 約１８，０００人

H23以降の
平均営業日数

（イ）

84日

過去の１日当たりの
最大利用者数（Ｈ６）

（ウ）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

県高等学校体育連盟 県バッジ競技会 ---- 100 100 100 100 100

市内小中学校スケート教室 ---- 20 200 400 800 1,000

親子スケート教室 ---- 0 100 125 150 200

「原っぱ教育」スケート教室 ---- 100 150 200 250 300

団体名 利用者増の対策

北杜市

現状（H23）からの利用者増数（人）

Ｈ２８までに約１．５倍

別紙別紙別紙別紙１１１１

現 状 目 標

145人 84日 １２，１８０人

H21-23の1日当たり
の利用者数
（ア）

H23以降の
平均営業日数

（イ）

H21-23の
平均利用者数
（ア）×（イ）

目標利用者数

（ウ）×（イ）

217人 約１８，０００人

H23以降の
平均営業日数

（イ）

84日

過去の１日当たりの
最大利用者数（Ｈ６）

（ウ）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

県高等学校体育連盟 県バッジ競技会 ---- 100 100 100 100 100

市内小中学校スケート教室 ---- 20 200 400 800 1,000

親子スケート教室 ---- 0 100 125 150 200

「原っぱ教育」スケート教室 ---- 100 150 200 250 300

観光客への割引制度 ---- 100 200 300 400 500

一流選手とのスケート教室
（北杜市の基金等を活用）

---- 0 100 100 100 100

市ｽﾎﾟｰﾂ少年団による冬季体力
づくり及び親子ｽｹｰﾄ教室

---- 200 400 600 800 1,000

北杜市体育祭り（冬季） ---- 20 80 120 160 200

甲斐市等の小中学校の
スケート教室

---- 100 200 300 400 500

広報等の充実 ---- 800 800 1,200 1,600 2,000

---- 1,4401,4401,4401,440 2,3302,3302,3302,330 3,4453,4453,4453,445 4,7604,7604,7604,760 5,9005,9005,9005,900 5,9005,9005,9005,900 5,9005,9005,9005,900

12180121801218012180 13,62013,62013,62013,620 14,51014,51014,51014,510 15,62515,62515,62515,625 16,94016,94016,94016,940 18,08018,08018,08018,080 18,08018,08018,08018,080 18,08018,08018,08018,080

1.00 1.12 1.19 1.28 1.39 1.48 1.48 1.48

※H23については、H21～23の平均利用者数

団体名 利用者増の対策

北杜市

対H23

県体育協会

（（（（計計計計））））

目標利用者数目標利用者数目標利用者数目標利用者数（（（（人人人人））））

北杜市体育協会

現状（H23）からの利用者増数（人）

同左同左

Ｈ２８までに約１．５倍



○利用者数の検証

別紙別紙別紙別紙２２２２

Ｈ２４～

利用者の増加

対策を実施

H30以降の

方針決定

（存続 or 廃止）

［検証方法］

・年度ごとに達成状況を検証

・H29に最終評価（H24～28の5年間）を実施

《《《《 H26H26H26H26～～～～30303030 条件付条件付条件付条件付きききき存続存続存続存続 》》》》

H28以降の

方針決定

（存続 or 廃止）

［検証方法］

・年度ごとに達成状況を検証

・H27に中間評価（H24～26の3年間）を実施

別紙別紙別紙別紙２２２２

Ｈ２４～

利用者の増加

対策を実施

H30以降の

方針決定

（存続 or 廃止）

［検証方法］

・年度ごとに達成状況を検証

・H29に最終評価（H24～28の5年間）を実施

《《《《 H26H26H26H26～～～～30303030 条件付条件付条件付条件付きききき存続存続存続存続 》》》》

H28以降の

方針決定

（存続 or 廃止）

［検証方法］

・年度ごとに達成状況を検証

・H27に中間評価（H24～26の3年間）を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
　評価等

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

営業
利用者増
スタート

年度ごとの検証

中間評価

最終評価

現指定管理（Ｈ２１～２５） 次期指定管理（Ｈ２６～３０）

存・廃存続存続 存続 存続 存・廃 存・廃

H28以降の

存廃を決定

H30以降の

存廃を決定
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